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資料－３

淀川水系流域委員会規約（素案）の検討

本規約（素案）は、第１～３回までの審議内容をふまえて作成したものです。今回の第４回

準備会議で審議を行い、河川管理者に提言することになります。

最終的な成文化は河川管理者が行い、今後、開催が予定される淀川水系流域委員会の設立会

において、河川管理者から（案）として示され、審議を行うこととなります。

以上、審議に先立って、あらかじめご承知おき下さい。

****************************************************************************************

淀川水系流域委員会規約（素案）

（設置）

第１条 河川法（昭和 年法律第 号）第 条の２第３項に規定する趣旨にもとづき、近39 167 16

畿地方建設局長（平成 年１月より近畿地方整備局長）が「淀川水系流域委員会」13

（以下「委員会」という。）を設置する。

（目的）

第２条 委員会は、淀川水系河川整備計画【直轄管理区間を基本】の作成にあたって、関係住

民の意見の反映方法について意見を述べるとともに、同河川整備計画について意見を

述べることを目的とする。

（組織等）

第３条 委員会には、「全体委員会」と「琵琶湖部会」、「淀川部会」、「猪名川部会」の各

部会を設置する。

２．全体委員会及び各部会の委員は、別表１～２に掲げる者とする。

３．委員の任期は２年とし、再任を妨げないものとする。

４．委員の代理出席は認めない。

（全体委員会）

第４条 全体委員会は、流域全体での審議、部会の報告を受けた審議、審議内容に応じた部会

への指示、調整を行い、意思決定を行う。

２．全体委員会は、委員総数の過半数の出席をもって成立する。

３．全体委員会の意思決定は出席委員の過半数をもって行うが、少数意見がある場合には

これを付するものとする。

４．全体委員会は審議しようとする事項について必要と認める場合は、専門的知識を有す

るものを委員として追加するよう地建局長に要請することができる。

５．全体委員会は、部会の細分割をすることができる。
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（部会）

第５条 部会は、全体委員会からの指示を受け、地域の特性を十分に考慮した議論を行い、全

体委員会に報告する。

２．全体委員会への報告内容を決定する部会は、委員総数の過半数の出席をもって成立し、

その決定は出席委員の過半数をもって行う。

（委員長及び部会長）

第６条 全体委員会には委員長を置き、各部会には部会長を置くこととする。

２．委員長及び部会長は全体委員会の委員の互選によってこれを定める。

３．委員長は会務を総括し、委員会を代表し、全体委員会の委員長を兼務する。

４．部会長は部会の会務を総括する。

５．委員長に事故がある時は、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。

６．部会長に事故がある時は、部会長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。

（議事）

第７条 全体委員会は委員長が招集し、部会は部会長が招集し、それぞれ運営する。

２．委員長は、必要に応じて、２以上の部会の合同による部会を開くことができる。

３．委員長は、必要に応じて、各部会に出席し、発言できる。

４．委員長は、必要に応じて、全体委員会に各部会の委員の出席、発言を求めることがで

きる。

５．委員長及び部会長は、必要に応じて、部会に所属部会以外の者の出席、発言を求める

ことができる。

６．河川管理者は、委員の要請に対して積極的に発言するほか、委員長、部会長の許可を

得て自ら発言できるものとする。

７．委員長及び部会長は一般の傍聴者に対して発言の機会を設ける。

８．積極的に関係住民の意見を聴取することを原則とし、必要に応じて、別表３に掲げる

中から適切な方法を選択し、措置を講ずるものとする。

（情報公開）

第８条 全体委員会及び部会は原則公開とし、公開する情報については全体委員会で定める。

２．委員会及び地建局長は、前項で公開と決定された情報について、関係住民が閲覧でき

るよう、必要に応じて、別表４に掲げる中から適切な方法を選択し、措置を講ずるも

のとする。

（庶務）

第９条 委員会の庶務は、中立的立場で近畿地方建設局が委託した民間企業が行うこととし、

委員長及び部会長の指示を受けて業務を行う。
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（規約の改正）

第 条 本規約の改正は、全体委員会委員総数の三分の二以上の同意を得てこれを行うもの10

とする。

（雑則）

第 条 本規約に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が全体委員11

会に諮って定めるが、その際、付録に示す準備会議資料及び議事録を参考にするもの

とする。

付則

（施行期日）

この規約は、平成１３年１月１日から施行する。

（近畿地方整備局の発足にともなう事項）

平成１３年１月６日の近畿地方整備局の発足に伴い、近畿地方建設局とあるところ

は近畿地方整備局、近畿地方建設局長とあるところは近畿地方整備局長と読み替える。



別表１　全体委員会委員

№ 氏名 フリガナ 分野 所　属 備考 公募

1 芦田　和男 ｱｼﾀﾞ　ｶｽﾞｵ 河川環境一般
京都大学　名誉教授
財団法人　河川環境管理財団　大阪研究所長

－ -

2 池淵　周一
ｲｹﾌﾞﾁ　ｼｭｳｲ
ﾁ

水資源 京都大学防災研究所  所長 猪名川部会兼任 -

3 今本　博健 ｲﾏﾓﾄ　ﾋﾛﾀｹ 洪水防御 京都大学防災研究所  教授 淀川部会兼任 -

4 植田　和弘 ｳｴﾀ　ｶｽﾞﾋﾛ 経済 京都大学大学院経済学研究科  教授 － -

5 江頭　進治 ｴｶﾞｼﾗ　ｼﾝｼﾞ 河道変動 立命館大学理工学部教授 琵琶湖部会兼任 -

6 嘉田　由紀子 ｶﾀﾞ　ﾕｷｺ 地域・まちづくり
京都精華大学  教授
滋賀県立琵琶湖博物館　研究顧問

琵琶湖部会兼任 ○

7 川上　聰 ｶﾜｶﾐ　ｱｷﾗ
地域の特性に
詳しい委員

川の会・名張  事務局企画広報担当
その他

淀川部会兼任 ○

8 川那部　浩哉 ｶﾜﾅﾍﾞ　ﾋﾛﾔ 生態系
京都大学　名誉教授
滋賀県立琵琶湖博物館　館長

琵琶湖部会兼任 -

9 倉田　亨 ｸﾗﾀ　ﾄｵﾙ 農林漁業 近畿大学農学部  教授 琵琶湖部会兼任 -

10 宗宮　功 ｿｳﾐﾔ　ｲｻｵ 水質 京都大学大学院工学研究科  教授 琵琶湖部会兼任 -

11 谷田　一三 ﾀﾆﾀﾞ　ｶｽﾞﾐ 動物 大阪府立大学総合科学部  教授 淀川部会兼任 -

12 塚本　明正 ﾂｶﾓﾄ　ｱｷﾏｻ
地域の特性に
詳しい委員

川とまちのフォーラム・京都  世話役 淀川部会兼任 -

13 寺川　庄蔵 ﾃﾗｶﾜ　ｼｮｳｿﾞｳ
地域の特性に
詳しい委員

びわ湖自然環境ネットワーク  代表 琵琶湖部会兼任 ○

14 寺田　武彦 ﾃﾗﾀﾞ　ﾀｹﾋｺ 法律
弁護士
日弁連公害対策・環境保全委員会元委員長

淀川部会兼任 -

15 中村　正久 ﾅｶﾑﾗ　ﾏｻﾋｻ 水環境 滋賀県琵琶湖研究所  所長 琵琶湖部会兼任 -

16 枡屋　正 ﾏｽﾔ　ﾀﾀﾞｼ
地域の特性に
詳しい委員

地球環境関西フォーラム  事務総長 淀川部会兼任 -

17 水山　高久 ﾐｽﾞﾔﾏ　ﾀｶﾋｻ 治山・砂防 京都大学大学院農学研究科  教授 琵琶湖部会兼任 -

18
三田村　緒佐
武

ﾐﾀﾑﾗ　ｵｻﾑ 環境教育 滋賀県立大学環境科学部  教授 琵琶湖部会兼任 -

19 吉田　正人 ﾖｼﾀﾞ　ﾏｻﾋﾄ 自然保護 財団法人　日本自然保護協会  常務理事 － -

20 米山　俊直 ﾖﾈﾔﾏ　ﾄｼﾅｵ 水文化
京都大学　名誉教授
大手前大学　学長

猪名川部会兼任 -

21 鷲谷　いづみ ﾜｼﾀﾆ　ｲﾂﾞﾐ 植物 東京大学農学生命科学研究科  教授 － －

22 （検討中） マスコミ － －

注１：分野名については、各候補者の意向も考慮の上、今後変更される可能性があります。

注２：マスコミ分野の候補者については、候補者としての選出の有無も含めて検討中です。  

淀川水系流域委員会全体委員会委員（敬称略、五十音順）

-4-



別表２　部会委員

№ 氏名 フリガナ 分野 所　属 備考 公募

1 井上　良夫 ｲﾉｳｴ　ﾖｼｵ
地域の特性に詳
しい委員

ＢＳＣウォータースポーツセンター
校長

－ -

2 江頭　進治 ｴｶﾞｼﾗ　ｼﾝｼﾞ 河道変動 立命館大学理工学部教授 全体委員会兼任 -

3 嘉田　由紀子 ｶﾀﾞ　ﾕｷｺ
地域・まちづく
り

京都精華大学  教授
滋賀県立琵琶湖博物館　研究顧問

全体委員会兼任 ○

4 川那部　浩哉 ｶﾜﾅﾍﾞ　ﾋﾛﾔ 生態系
京都大学　名誉教授
滋賀県立琵琶湖博物館　館長

全体委員会兼任 -

5 川端　善一郎
ｶﾜﾊﾞﾀ　ｾﾞﾝｲﾁ
ﾛｳ

生態系 京都大学生態学研究センター  教授 － -

6 倉田　亨 ｸﾗﾀ　ﾄｵﾙ 農林漁業 近畿大学農学部  教授 全体委員会兼任 -

7 小林　圭介 ｺﾊﾞﾔｼ　ｹｲｽｹ 植物
滋賀県立大学名誉教授、
滋賀文化短期大学教授

－ ○

8 宗宮　功 ｿｳﾐﾔ　ｲｻｵ 水質 京都大学大学院工学研究科  教授 全体委員会兼任 -

9 寺川　庄蔵 ﾃﾗｶﾜ　ｼｮｳｿﾞｳ
地域の特性に詳
しい委員

びわ湖自然環境ネットワーク  代表 全体委員会兼任 ○

10 中村　正久 ﾅｶﾑﾗ　ﾏｻﾋｻ 水環境 滋賀県琵琶湖研究所  所長 全体委員会兼任 -

11 西野　麻知子 ﾆｼﾉ　ﾏﾁｺ 動物 滋賀県琵琶湖研究所  総括研究員 － -

12 仁連　孝昭 ﾆﾚﾝ　ﾀｶｱｷ 経済 滋賀県立大学環境科学部  教授 － -

13 藤井　絢子 ﾌｼﾞｲ　ｱﾔｺ
地域の特性に詳
しい委員

滋賀県環境生活協同組合  理事長 － -

14 松岡　正富 ﾏﾂｵｶ　ﾏｻﾄﾐ
地域の特性に詳
しい委員

滋賀県漁業青年部理事、
朝日漁業協同組合代表監事

－ -

15 水山　高久 ﾐｽﾞﾔﾏ　ﾀｶﾋｻ 治山・砂防 京都大学大学院農学研究科  教授 全体委員会兼任 -

16
三田村　緒佐
武

ﾐﾀﾑﾗ　ｵｻﾑ 環境教育 滋賀県立大学環境科学部  教授 全体委員会兼任 -

17 村上　悟 ﾑﾗｶﾐ　ｻﾄﾙ
地域の特性に詳
しい委員

滋賀県立大学大学院環境科学研究科
修士課程

－ -

注：分野名については、各候補者の意向も考慮の上、今後変更される可能性があります。  

淀川水系流域委員会琵琶湖部会委員（敬称略、五十音順）
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№ 氏名 フリガナ 分野 所　属 備考 公募

1 有馬　忠雄 ｱﾘﾏ　ﾀﾀﾞｵ 植物
大阪府自然環境保全指導員
河川水辺の国勢調査アドバイザー（淀
川、大和川、植物）

－ -

2 今本　博健 ｲﾏﾓﾄ　ﾋﾛﾀｹ 洪水防御 京都大学防災研究所  教授 全体委員会兼任 -

3 大手　桂二 ｵｵﾃ　ｹｲｼﾞ 砂防 京都府立大学名誉教授 － ○

4 川上　聰 ｶﾜｶﾐ　ｱｷﾗ
地域の特性に詳
しい委員

川の会・名張  事務局企画広報担当
その他

全体委員会兼任 ○

5 紀平　肇 ｷﾋﾗ　ﾊｼﾞﾑ 動物 清風学園  講師 － -

6 小竹　武 ｺﾀｹ　ﾀｹｼ
地域の特性に詳
しい委員

大阪市立十三中学校校医、ＪＲ西日本鉄
道嘱託医、産業医、小竹医院院長、淀川
ネイチャークラブ会長、十三あたりわて
らの集い世話人

－ ○

7 田中　真澄 ﾀﾅｶ　ｼﾝﾁｮｳ
地域の特性に詳
しい委員

岩屋山志明院　住職 － -

8 谷田　一三 ﾀﾆﾀﾞ　ｶｽﾞﾐ 動物 大阪府立大学総合科学部  教授 全体委員会兼任 -

9 塚本　明正 ﾂｶﾓﾄ　ｱｷﾏｻ
地域の特性に詳
しい委員

川とまちのフォーラム・京都  世話役 全体委員会兼任 -

10 寺田　武彦 ﾃﾗﾀﾞ　ﾀｹﾋｺ 法律
弁護士
日弁連公害対策・環境保全委員会元委員
長

全体委員会兼任 -

11 長田　芳和 ﾅｶﾞﾀ　ﾖｼｶｽﾞ 動物 大阪教育大学教育学部  教授 － -

12 原田　泰志 ﾊﾗﾀﾞ　ﾔｽｼ 漁業関係 三重大学生物資源学部  助教授 － -

13 槇村　久子 ﾏｷﾑﾗ　ﾋｻｺ
地域・まちづく
り

京都女子大学現代社会学部  教授 － -

14 枡屋　正 ﾏｽﾔ　ﾀﾀﾞｼ
地域の特性に詳
しい委員

地球環境関西フォーラム  事務総長 全体委員会兼任 -

15 山岸　哲 ﾔﾏｷﾞｼ　ｻﾄｼ 動物 京都大学大学院理学研究科  教授 － -

16 山本　範子 ﾔﾏﾓﾄ　ﾉﾘｺ
地域の特性に詳
しい委員

流域住民 － -

17 和田　英太郎 ﾜﾀﾞ　ｴｲﾀﾛｳ 水質 京都大学生態学研究センター  教授 － -

18 渡辺　賢二 ﾜﾀﾅﾍﾞ　ｹﾝｼﾞ 水環境 上桂川漁業協同組合  事務局長 － ○

19 （検討中） 植物 － -

注１：分野名については、各候補者の意向も考慮の上、今後変更される可能性があります。

注２：植物分野の候補者については、候補者としての選出の有無も含めて検討中です。

淀川水系流域委員会淀川部会委員（敬称略、五十音順）
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№ 氏名 フリガナ 分野 所　属 備考 公募

1 池淵　周一
ｲｹﾌﾞﾁ　ｼｭｳｲ
ﾁ

水資源 京都大学防災研究所  所長 全体委員会兼任 -

2 田中　哲夫 ﾀﾅｶ　ﾃﾂｵ 漁業関係
兵庫県立姫路工業大学自然・環境科学研
究所  助教授

－ -

3 畑　武志 ﾊﾀ　ﾀｹｼ 農業関係 神戸大学農学部  教授 － -

4 服部　保 ﾊｯﾄﾘ　ﾀﾓﾂ 植物
兵庫県立姫路工業大学　自然・環境科学
研究所  所長、教授

－ -

5 東山　充 ﾋｶﾞｼﾔﾏ　ﾐﾂﾙ
地域の特性に詳
しい委員

特になし － -

6 畚野　剛 ﾌｺﾞﾉ　ﾀｹｼ
地域の特性に詳
しい委員

川西自然教室  代表 － -

7 細川　ゆう子 ﾎｿｶﾜ　ﾕｳｺ
地域の特性に詳
しい委員

猪名川の自然と文化を守る会
猪名川の子ども会会長

－ -

8 本多　孝 ﾎﾝﾀﾞ　ﾀｶｼ
地域の特性に詳
しい委員

みのお山自然の会  会長 － ○

9 松本　馨 ﾏﾂﾓﾄ　ｶｵﾙ
地域の特性に詳
しい委員

池田・人と自然の会　代表 － -

10 森下　郁子 ﾓﾘｼﾀ　ｲｸｺ 動物 淡水生物研究所  所長 － ○

11 矢野　洋 ﾔﾉ　ﾋﾛｼ 水質
神戸市水道局　参事
神戸市水質試験所  所長

－ -

12 米山　俊直 ﾖﾈﾔﾏ　ﾄｼﾅｵ 水文化
京都大学　名誉教授
大手前大学　学長

全体委員会兼任 -

注：分野名については、各候補者の意向も考慮の上、今後変更される可能性があります。  

淀川水系流域委員会猪名川部会委員（敬称略、五十音順）
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別表３ 関係住民の意見聴取方法

表 意見聴取の方法について

聴取形態 意見聴取方法

様々なツールを用意し、意見が寄 ・意見受付用電話を設置する
せられるのを待つ

・意見受付用ファックスを設置する

・電子メールで意見を受け付ける

・ニュースレターに意見受付用紙を添付する

・ホームページ上に意見募集の仕組みをつくる

・意見書の提出を受け付ける

意見をやりとりする場を設ける ・会議の中に意見交換の場を設ける

・事務局等関連機関に意見受付窓口を常設する

・公聴会を実施する

・勉強会・意見交換会を実施する

積極的に意見を聴きとりに行く ・アンケートを行う

・ヒアリングを行う

＊いずれの場合も、ニュースレター、ホームページ、記者クラブへの投げ込み等により、意見聴取方法の広報に努める。

別表４ 情報公開の方法

表 情報公開の方法について

情報公開方法

・ホームページ開設

・ニュースレター発行

・プレス発表

・会議資料の配布・閲覧

・全体委員会を公開

・部会を公開

付録１ 第１回淀川水系流域委員会準備会議資料及び議事録

付録２ 第２回淀川水系流域委員会準備会議資料及び議事録

付録３ 第３回淀川水系流域委員会準備会議資料及び議事録

付録４ 第４回淀川水系流域委員会準備会議資料及び議事録


